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奈良川源流域の植物 2008 年～2012 年 12月

ノコンギク(キク科) 頭花は直径約 2.5センチで、

舌状花は淡青紫色。

コンギク(キク科) 舌状花は青紫色～紅紫色。

カントウヨメナ(キク科) 葉は被針形で直径約 3 セン

チの淡青紫色の花をつける。

ユウガギク 頭花は直径 2.5センチで、舌状花

は白に近い青紫色。

セイタカアワダチソウ(キク科) 茎先の円錐

花序に黄色い花を密につける。

ヒヨドリバナ(キク科) 種子の先に放射状に

なった白い冠毛がつく。

ヤクシソウ(キク科) 種子に白い冠毛がつく。
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ツルマメ(キク科) 袋は長さ 2～3センチで、淡褐色の

毛が密生する。

イヌコウジュ(キク科) 萼の上唇の先が短くとがる。

ホト ケノザ(シソ科) 紅紫色の唇形花が細長く

たちあがる。

イモカタバミ(カタバミ科) ムラサキカタバミに

くらべ、葉裏の縁に褐色の斑点がある。

カラスウリ (ウリ科) 楕円形のウリ果が赤く

熟する。

センニンソウ(キンポウゲ科) 扁平な果実の先に

白くて長い毛がある。

クズ(マメ科) 豆果には褐色の剛毛が密生する。

クズ 種は食用の豆によく似ている。
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フウセンカズラ(ムクロジ科) 果実がホオズキの

ようにふくらむ。

フウセンカズラ 種子にハート形の模様がある。

ニラ (ユリ科) 黒い種はネギの種とよく似ている。

ト ウネズミモチ(モクセイ科) 茎先の円錐花序

黒い実が多数つく。

サワラ(ヒノキ科) 葉裏に X字形の白い気孔帯がある。

果実は丸い松笠状。


